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白 □
稼 民
動 の
旦口古古
時 を
取 切
り り
E卜 韓曇
め て

野
田
政
権
は

「
原
発
ゼ

ロ
」

の

事
実
を
避
け
る
た
め
多
く

の
自
治

体

の
反
対
を
押

し
切
り
大
飯
原
発

の
再
稼
動
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

「
さ
よ
う
な
ら
原
発

一
〇
〇
〇

万
人
署
名
」

岡
山

の
仲
間
は
６
月

２
０
日
、

岡
山
駅
前

で
大
飯
原
発

の
再
稼
動
に
抗
議

し
、

街
頭
か
ら

即
時
停
止
と
脱
原
発

の
署
名
行
動

を
行
い
ま

し
た
。

街
宣
は
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー

が

リ
レ
ー

で
マ
イ
ク
を
握
り
、

ま

た
、

「
何
か

で
き
る
こ
と
は
」

と

通
行
中

の
人

（
３
０
代
子
連
夫
婦
）

や
Ｈ
Ｐ
で
行
動
を
知
っ
て
協
力
し

た

い

（
４
０
代
男
）

と
街
頭
署
名

を

一
緒
に
取
り
組
ん
だ
り
、

女
子

中
学
生
が

一
緒
に
署
名
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
な
ど
、

原
発
再
稼
動

ヘ

の
危
機
感
が
強

い
こ
と
を
実
感

し

ま

し
た
。

受
一全評
肇
軽
譜
詮
釜
繁
軟

全
国

の
原
発

の
使
用
済
み
核
燃

料
は
約
１
万
６
千
ト
ン
以
上
に
も

上
り
、

安
全
処
理
に
は
数
万
年
か

か
る
と
さ
れ
ま
す
。

ま
し
て
や
地

震
列
島

の
日
本
に
安
全
な
保
管
や

最
終
処
劣
場
は
な
く
、

安
全

の
保

障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど

こ
ろ

か

「
国
民

の
生
活
を
守

る
」

「
安

全
は
確
保
さ
れ
た
」

と
い
う
政
府

は
、

事
故
直
後

の
放
射
線
実
測
図

な
ど
命
に
関
わ
る
情
報
も
隠
し
続

け
、

信
頼

の
崩
壊
は
底
な
し
で
す
。

さ
ら
に
は
、

福
島
原
発
事
故
を

教
訓
に
新
し
く
制
定
さ
れ
た
原
子

左

g鞠 1壊嘉奈=

い 険 に 兵 か 指 ウ 料 入 障 力
ま 性 つ 器

｀
摘 ム の さ に 基

す を な が 原 さ の プ れ 資 本°
も が 同 発 れ 管 ル ま す 法
つ る じ と る 理 卜 し る に
て 危 道 核 な が 三 た

L¬

と 我

使 い が
用 う 国
済 文 の

み 言 安
核 が 全

6/27-7/2岡 山平和祭(平和・反核・脱原発)燃 挿 イ呆

「
税
と
社
会
保
障

の

一
体
改
革
」

の
財
源
と
す
る
消
費
税
増
税
法
案

が

６
月
２
６
日
、

衆
議
院

で
可
決
。

社
会
保
障
が

「
増
税

の
□
実
」

の

民
自
公
３
党

の
密
室
談
含
だ
。

こ

れ
に
よ
り
所
得

の
低

い
人
ほ
ど
負

担
割
合
が
重
く
、

家
計
を
直
撃

し
、

「
国
民
生
活
が
第

一
」

を
訴
え
た

政
権
交
代

の
期
待

へ
の
裏
切
り
だ
。

マ
ス

コ
ミ
は
造
反
議
員
○
名
な

ど
政
局
報
道
ば

か
り
で
政
治

へ
の

無
関
心
だ
け
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化

で
社
会
保
障
や
年
金

が
破
綻
す
る
と

い
う
が
、

大
企
業

や
大
金
持
ち

の
優
遇
税
制
を
正
し
、

非
正
規

・
低
賃
金

こ
そ
正
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。

そ

の
背

景
に
あ
る
労
働
者
派
遣
法

の
見
直

し
が
求
め
ら
れ
る
。

社
会

の
仕
組

み
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

回
の
国
内

の
政
治

・
経
済

状
況
を
見
る
時
、

淋
し
さ

む
な
し
さ
を
通
り
越

し
て
、

益
々
政
治
に
対
す
る
無
関
ｂ
が
増

し
て
き
ま
す
。

昨
年

の
３

・
１
「

の
東

日
本
大
震
災

・
原
発
事
故

の

処
理
が
進
ま
な
い
中

で
、

民
主

・

自
民

・
公
明

の
三
党
に
よ
る
消
費

増
税
法
案
が
合
意
さ
れ
国
会
延
長

が

さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

行

財
政
改
革
と

い
う
名

の
も
と
に
国

民
無
視

の
法
案
が

通
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す

▼

私
た
ち
が
熱
望
し

た
政
権
交
代
と
は
…
…

者
え
た
と

き
に
政
治
不
信
が
拡
大
を
し
て
い

く
事
に
思

い
を
は
せ
る
政
治
家
が

い
な

い
事
に
腹
が

た
っ
て
き
ま
す
＾

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関

心
を
持
ち
、

　
一
歩

で
も
半
歩

で
も

今

の
状

況
を
変
え
て
い
く
事
が

大

切

で
す

▼

そ

の
た
め
に

一
人
ひ
と

り
が
何
を
者
え
、

行
動

し
な
く
て

は
と
考

え
ま
す
。

衆
議
院
解
散

・

総
選
挙
に
な
っ
た
場
合
、

多
く

の

仲
間
と
と
も
に
戦

い
抜
く
事
が
重

要
で
す
。

明
日
を
信

じ
て
行
動
…
＾

２
０
１
２

・
６

・
２
５

（
井
）

:・,:苫E屋
…
ど:誉垂1

衆
路
院
選
挙
カ
ン
パ
の
お
願
い

平
和
行
進
に
参
加
を

７
月

２

１
日

（
土

）

脇拘峡
端
締
軽
解
卿声
狂
陥
一　印
‥‥山的
］
御輸↓集（感
却
弁
呻

つ
選
挙
と
な
り
ま
す

。
生
活

一　
７
月

２
６
日
広
島

引
継

・
笠
岡
～

大
門

鶴
悔残抑雌”帥力ヽ口肖平帥峠司
炉
艶
麓
蝙
調

ば

な

り

ま

せ

ん

。

１
１
回
県
連
合
定
期
大
会

で
決
定
さ

に
全

国
連
合

の
決
定

に
よ

一れ
た
党
費

の

一
部

見
直

し
に

つ
い
て

総
選
挙
カ

ン
パ
を
お
願

い

一は

、
７
月
以
降
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

。

て
い
ま
す
が

、
家
計
が
苦

一要
請
が
あ
れ
ば
説
明
に
出
向
き
ま
す

。

い
中

の
お
願

い
で
す
が

、
一支
部

、
個
人

で
も
結
構

で
す

。
書

記
局

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。
一ま
で
連
絡
願
い
ま
す

。

6月 20日 夕、岡山駅前で原発再稼動に抗議し街頭から訴え
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この声で、


